
能
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ま
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ミ
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版 
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能
「
月
宮
殿
」
の
子
方
、
鶴
と
亀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
島
泰
子 

 

 

二
七
〇
回
大
島
定
期
公
演
（
四
月
十
七
日
）
に
て
、
能
「
月
宮
殿
」

（
作
者
不
明
）
と
能
「
藤
戸
」（
作
・
世
阿
弥
）
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

泰
平
の
世
を
寿
ぐ
豪
華
絢
爛
な
月
宮
殿
・
・
・
美
し
い
狩
衣
に
美
し
い

ハ
コ
ビ
・
・
・
。
息
子
を
殺
さ
れ
た
母
の
深
い
悲
し
み
と
憤
り
、
力
強

い
謡
と
能
囃
子
が
胸
に
迫
る
・
・
・
。
お
よ
そ
六
五
〇
年
も
前
に
よ
く

ぞ
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
出
来
、
今
ま
さ
に
不
変
の
テ
ー
マ
と
し
て
舞

台
上
に
蘇
る
・
・
・
・
観
阿
弥
、
世
阿
弥
の
凄
さ
に
改
め
て
、
敬
服
。

そ
し
て
、
そ
の
時
代
時
代
で
し
っ
か
り
と
伝
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
先
人
達
に
深
謝
で
す
。 

し
ば
し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
物
価
高
も
電

力
不
足
も
こ
の
世
の
負
を
全
て
払
拭
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
の
舞
台
は
オ
マ
ケ
付
で
し
た
。
子
方
二
名
が
お
め
で
た

い
鶴
と
亀
の
お
役
で
、
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
舞
を
舞
い
ま
す
。
二
人
の

力
量
が
揃
っ
て
、
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
舞
を
舞
う
。
な
か
な
か
の
大
役

で
す
。
次
の
時
代
を
担
っ
て
く
れ
る
若
き
能
楽
師
養
成
の
貴
重
な
晴
れ

舞
台
な
の
で
す
。 

参
考
ま
で
に
、
能
「
月
宮
殿
」
の
大
島
家
の
演
能
記
録
を
文
末
に
記
し
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て
み
ま
し
た
。
高
校
生
と
中
学
生
に
な
っ
た
薫
子
と
伊
織
も
五
年
前
に

鶴
亀
を
務
め
ま
し
た
が
、
つ
い
こ
の
前
の
事
の
よ
う
で
す
。 

過
去
四
回
の
舞
台
で
は
二
、
三
才
違
い
の
姉
弟
で
の
競
演
で
し
た
が
、

今
回
は
遠
く
熊
本
と
福
山
に
離
れ
て
暮
ら
す
狩
野
家
と
大
島
家
の
孫

た
ち
・
・
・ 

お
互
い
に
遠
路
福
山
へ
、
熊
本
へ
、
往
復
し
て
の
稽
古
。
そ
の
練
習
不

足
を
補
う
す
べ
は
・
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
で
一
挙
に
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
で

の
お
稽
古
を
重
ね
て
、
本
番
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
の
両
名
の
舞
台
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
可
愛
い
大
人
顔
負
け
の
立

派
な
舞
姿
で
し
た
！ 

 

指
導
し
た
者
（
衣
恵
）
も
一
安
心
で
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
だ
こ
と
で
し

ょ
う
。 

そ
の
夜
、
仏
壇
に
向
か
っ
て
無
事
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
、 

養
父
大
島
久
見
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。 

『
輝
久
！ 

稽
古
！
！
』 

『
衣
ち
ゃ
ん
！ 

文
ち
ゃ
ん
！ 

ノ
ン
ち
ゃ
ん
！ 
稽
古
！
』 

あ
な
た
が
鍛
え
て
く
だ
さ
っ
た
若
い
者
た
ち
は
、
あ
な
た
の
教
え
を

守
り
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

  

令
和
四
年
（2022

）
六
月 

記 

 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

開催年月日 催し名 シテ  鶴  亀 

1983年 11月 20日 大島定期公演別会 友枝喜久夫 大島衣恵 大島輝久 

2001年 11月 17日 広島平和能楽祭 粟谷菊生  大島文恵 大島紀恵 

2011年 4月 17日  224回 

大島定期公演 

金子匡一 金子龍晟  金子天晟 

2017年 4月 30日 250回記念 

大島定期公演 

大島政允 大島薫子 大島伊織 

2022年 4月 17日 福山城築城 400 年

記念 大島定期公演 

狩野了一 狩野直奈 荒木七海 

能「月宮殿」 大島家関係の演能記録 


